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詳
し
く
は
、
市
立
総
合
病
院
総

務
課
（
　 
○55 

２
１
１
１
・
内
線
２

８
６
０
）
へ
ど
う
ぞ
。 

詳
し
く
は
、
秘
書
広
報
課
職
員

係
（
内
線
２
０
７
）
へ
ど
う
ぞ
。 

平成18年度全国高等学校総合体育大会（インターハ
イ）など、この夏、各地で開催される全国大会に、土
岐市から41人の選手が参加します。 
皆さん、全力を尽くして頑張ってください。 
 

■全国高校総体に出場する皆さん〈敬称略〉 

【陸上】＝　中島章宏（麗澤瑞浪高） 
【体操】＝　山口恭弘（中京高）、山口愛美（同） 
【ウエイトリフティング】＝　原田恭歩（土岐紅陵高）、
水野次郎（土岐商高）、酒井裕幸（同）、松原寛佳（同）、
軽部竜世（同） 
【剣道】＝　小泉ひかり（中京高） 
【ボクシング】＝　酒井邦裕（多治見北高） 
【弓道】＝　飯田舞子（多治見西高） 
 
■全国高等学校定時制通信制体育大会に出場する皆さ

ん〈敬称略〉 

【バスケットボール】＝　伊藤彩香（東濃フロンティア
高）、近藤恵美（同）、佐藤唯（同）、川縁晶乃（同）、
田口沙恵（同）、田中希（同）、福島江里菜（同）、

林成美（同）、伊藤友美（同）、伊左地志帆（同） 
【陸上】＝　小森一輝（東濃フロンティア高）、内田優花
（同）、松永和希（同） 
【剣道】＝　加藤康嗣（東濃フロンティア高）、纐纈昂二
（同）、三浦敬（同）、脇山正規（同）、知原裕貴（同） 
【バドミントン】＝　河合綾（東濃フロンティア高）、矢
島優子（同） 
【卓球】＝　山本つばさ（東濃フロンティア高） 
【ソフトテニス】＝　林麻美（東濃フロンティア高）、山
田里香（同）、足立翔太（同）、小木曽聡史（同）、
野田大地（同）、金田裕介（同） 
 
■全国高等学校女子ウエイトリフティング競技選手権

大会結果 

　7　月22日・23日に開催された全国高等学校女子ウエ
イトリフティング競技選手権大会に土岐市から　3　人の
選手が出場しました。〈敬称略〉 
深尾梓（土岐商高）12位、今井彩香（同）22位、藤川
久実（同）記録なし 

試
験
区
分
、
採
用
予
定
人
員
、

勤
務
場
所
お
よ
び
職
務
内
容 

■
身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た
一 

般
事
務
職 

1
人
（
市
長
部
局
ま
た
は
、
教

育
委
員
会
な
ど
の
部
課
お
よ
び
そ

れ
ら
の
出
先
機
関
で
行
政
事
務
に

従
事
） 

■
保
育
士
（
幼
稚
園
教
諭
） 

1
人
程
度
（
市
立
保
育
園
ま
た

は
、
附
属
幼
稚
園
な
ど
に
勤
務
） 

■
薬
剤
師 

2
人
（
市
立
総
合
病
院
ま
た
は
、

老
人
保
健
施
設
に
勤
務
） 

■
視
能
訓
練
士 

1
人
（
市
立
総
合
病
院
ま
た
は
、

老
人
保
健
施
設
に
勤
務
） 

受
験
資
格 

 ■
身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た
一

般
事
務
職 

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方 

▼
高
校
卒
業
以
上
で
、
昭
和
54
年 

4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
日

本
国
籍
を
有
す
る
方 

▼
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方 

▼
自
力
に
よ
る
通
勤
が
で
き
、
か

つ
、介
護
者
な
し
に
一
般
事
務

職
と
し
て
の
職
務
の
遂
行
が
可

能
な
方 

▼
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
と
、

口
頭
に
よ
る
面
接
試
験
に
対
応

で
き
る
方 

■
保
育
士
（
幼
稚
園
教
諭
） 

昭
和
54
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
保
育
士
お
よ
び
幼

稚
園
教
諭
の
両
方
の
資
格
所
有

（
見
込
み
）
者 

■
薬
剤
師 

昭
和
54
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
資
格
所
有
（
見
込

み
）
者 

■
視
能
訓
練
士 

昭
和
54
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
資
格
所
有
（
見
込

み
）
者 

※
い
ず
れ
の
職
も
、
地
方
公
務
員

法
第
16
条
の
各
号
（
成
年
被
後
見

人
な
ど
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。 

試
験
の
日
時
、
場
所
、
方
法
お

よ
び
合
格
発
表 

第
1
次
試
験
は
、9
月
17
日（
日
）

午
前
9
時（
保
育
士
は
午
前
11
時
）

か
ら
文
化
プ
ラ
ザ
で
実
施
し
ま
す
。 

身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た
一

般
事
務
職
・
薬
剤
師
・
視
能
訓
練

士
は
、
教
養
試
験
お
よ
び
適
性
検

査
、
保
育
士
は
、
専
門
試
験
、
適

性
検
査
お
よ
び
作
文
試
験
を
実
施

し
ま
す
。 

第
1
次
試
験
の
合
格
発
表
は
、

10
月
上
旬
（
予
定
）
に
受
験
者
全

員
に
通
知
し
ま
す
。 

身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た
一

般
事
務
職
・
保
育
士
の
第
2
次
試

験
は
、
10
月
下
旬
（
予
定
）
に
、

文
化
プ
ラ
ザ
で
実
施
し
ま
す
。
身

体
障
害
者
を
対
象
と
し
た
一
般
事

務
職
は
、
面
接
試
験
（
人
物
お
よ

び
常
識
的
知
識
に
つ
い
て
の
口
述

試
験
）
お
よ
び
作
文
試
験
、
保
育

士
は
、
面
接
試
験
（
人
物
お
よ
び

常
識
的
知
識
に
つ
い
て
の
口
述
試

験
）
、
実
技
試
験
（
ピ
ア
ノ
）
お

よ
び
体
力
試
験
を
実
施
し
ま
す
。 

ま
た
、
薬
剤
師
・
視
能
訓
練
士

の
第
2
次
試
験
は
、
10
月
下
旬

（
予
定
）
に
、
市
立
総
合
病
院
で

面
接
試
験
（
人
物
、
常
識
的
知
識

お
よ
び
専
門
知
識
に
つ
い
て
の
口

述
試
験
）
お
よ
び
作
文
試
験
を
実

施
し
ま
す
。 

最
終
合
格
者
を
決
定
の
上
、
合

格
者
に
は
、
11
月
上
旬
（
予
定
）

に
通
知
し
、
来
年
2
月
上
旬
（
予

定
）
の
健
康
診
断
で
異
常
が
な
け

れ
ば
4
月
1
日
（
予
定
）
で
採
用

を
決
定
し
ま
す
。 

給
料 

 

■
身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た
一

般
事
務
職 

▽
高
校
卒
＝
13
万
８
４
０
０
円 

■
保
育
士
（
幼
稚
園
教
諭
） 

▽
短
大
卒
＝
15
万
１
０
０
０
円 

■
薬
剤
師 

▽
大
学
卒
＝
18
万
８
８
０
０
円 

■
視
能
訓
練
士 

▽
短
大
3
卒
＝
18
万
２
４
０
０
円

※
原
則
と
し
て
、
毎
年
一
回
定
期

に
昇
給
し
ま
す
（
こ
の
数
字
は
現

行
の
額
で
あ
り
、
国
な
ど
の
改
正

に
準
じ
改
正
さ
れ
ま
す
）。 

受
験
の
手
続
き 

 

受
験
申
込
書
（
秘
書
広
報
課
職

員
係
で
交
付
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
8
月
1
日
か
ら
18
日

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
ま
で
に

同
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

 
     

試
験
区
分
、
採
用
予
定
人
員
お

よ
び
勤
務
場
所 

■
助
産
師
・
看
護
師
・
准
看
護
師 

あ
わ
せ
て
30
人
程
度
（
市
立
総

合
病
院
ま
た
は
、
老
人
保
健
施
設

に
勤
務
） 

受
験
資
格 

 

昭
和
36
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
資
格
所
有
（
見
込

み
）
者 

※
い
ず
れ
の
職
も
、
地
方
公
務
員

法
第
16
条
の
各
号
（
成
年
被
後
見

人
な
ど
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。 

試
験
の
日
時
、
場
所
、
方
法
お

よ
び
合
格
発
表 

随
時
、
市
立
総
合
病
院
で
面
接

試
験
（
人
物
、
常
識
的
知
識
お
よ

び
専
門
知
識
に
つ
い
て
の
口
述
試

験
）
お
よ
び
作
文
試
験
を
実
施
し

ま
す
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ

び
年
末
年
始
を
除
く
午
前
9
時
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
）。 

合
格
者
を
決
定
の
上
、
健
康
診

断
で
異
常
が
な
け
れ
ば
、
来
年
4

月
1
日
（
予
定
）
で
採
用
を
決
定

し
ま
す
。 

給
料 

 

■
助
産
師 

▽
大
学
卒
＝
20
万
７
５
０
０
円 

■
看
護
師 

▽
大
学
卒
＝
20
万
７
５
０
０
円 

▽
短
大
3
卒
＝
20
万
１
６
０
０
円 

■
准
看
護
師 

▽
准
看
護
師
養
成
所
卒
＝
15
万
７

１
０
０
円 

※
原
則
と
し
て
、
毎
年
一
回
定
期

に
昇
給
し
ま
す
（
こ
の
数
字
は
、

現
行
の
額
で
あ
り
、
国
な
ど
の
改

正
に
準
じ
改
正
さ
れ
ま
す
）。 

受
験
の
手
続
き 

 

受
験
申
込
書
（
市
立
総
合
病
院

総
務
課
で
交
付
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
同
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お

よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）。 



詳
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、
市
立
総
合
病
院
総

務
課
（
　 
○55 

２
１
１
１
・
内
線
２

８
６
０
）
へ
ど
う
ぞ
。 

平成18年度全国高等学校総合体育大会（インターハ
イ）など、この夏、各地で開催される全国大会に、土
岐市から41人の選手が参加します。 
皆さん、全力を尽くして頑張ってください。 
 

■全国高校総体に出場する皆さん〈敬称略〉 

【陸上】＝　中島章宏（麗澤瑞浪高） 
【体操】＝　山口恭弘（中京高）、山口愛美（同） 
【ウエイトリフティング】＝　原田恭歩（土岐紅陵高）、
水野次郎（土岐商高）、酒井裕幸（同）、松原寛佳（同）、
軽部竜世（同） 
【剣道】＝　小泉ひかり（中京高） 
【ボクシング】＝　酒井邦裕（多治見北高） 
【弓道】＝　飯田舞子（多治見西高） 
 
■全国高等学校定時制通信制体育大会に出場する皆さ

ん〈敬称略〉 

【バスケットボール】＝　伊藤彩香（東濃フロンティア
高）、近藤恵美（同）、佐藤唯（同）、川縁晶乃（同）、
田口沙恵（同）、田中希（同）、福島江里菜（同）、

林成美（同）、伊藤友美（同）、伊左地志帆（同） 
【陸上】＝　小森一輝（東濃フロンティア高）、内田優花
（同）、松永和希（同） 
【剣道】＝　加藤康嗣（東濃フロンティア高）、纐纈昂二
（同）、三浦敬（同）、脇山正規（同）、知原裕貴（同） 
【バドミントン】＝　河合綾（東濃フロンティア高）、矢
島優子（同） 
【卓球】＝　山本つばさ（東濃フロンティア高） 
【ソフトテニス】＝　林麻美（東濃フロンティア高）、山
田里香（同）、足立翔太（同）、小木曽聡史（同）、
野田大地（同）、金田裕介（同） 
 
■全国高等学校女子ウエイトリフティング競技選手権

大会結果 

　7　月22日・23日に開催された全国高等学校女子ウエ
イトリフティング競技選手権大会に土岐市から　3　人の
選手が出場しました。〈敬称略〉 
深尾梓（土岐商高）12位、今井彩香（同）22位、藤川
久実（同）記録なし 
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ど
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に
該
当
す

る
方
は
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受
験
で
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ま
せ
ん
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試
験
の
日
時
、
場
所
、
方
法
お

よ
び
合
格
発
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随
時
、
市
立
総
合
病
院
で
面
接

試
験
（
人
物
、
常
識
的
知
識
お
よ

び
専
門
知
識
に
つ
い
て
の
口
述
試

験
）
お
よ
び
作
文
試
験
を
実
施
し

ま
す
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ

び
年
末
年
始
を
除
く
午
前
9
時
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
）。 

合
格
者
を
決
定
の
上
、
健
康
診

断
で
異
常
が
な
け
れ
ば
、
来
年
4

月
1
日
（
予
定
）
で
採
用
を
決
定

し
ま
す
。 

給
料 

 

■
助
産
師 

▽
大
学
卒
＝
20
万
７
５
０
０
円 

■
看
護
師 

▽
大
学
卒
＝
20
万
７
５
０
０
円 

▽
短
大
3
卒
＝
20
万
１
６
０
０
円 

■
准
看
護
師 

▽
准
看
護
師
養
成
所
卒
＝
15
万
７

１
０
０
円 

※
原
則
と
し
て
、
毎
年
一
回
定
期

に
昇
給
し
ま
す
（
こ
の
数
字
は
、

現
行
の
額
で
あ
り
、
国
な
ど
の
改

正
に
準
じ
改
正
さ
れ
ま
す
）。 

受
験
の
手
続
き 
 

受
験
申
込
書
（
市
立
総
合
病
院

総
務
課
で
交
付
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
同
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お

よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）。 



内
閣
府
が
発
表
し
た「
国
民
生
活
白
書
」

（
平
成
17
年
版
）
に
、
自
分
の
両
親
の
夫

婦
関
係
を
う
ら
や
ま
し
く
思
う
未
婚
者
の

割
合
が
、
結
婚
す
る
つ
も
り
が
あ
る
人
で

は
、
半
数
以
上
い
る
の
に
対
し
、
そ
う
で

な
い
人
は
、
4
割
程
度
で
あ
る
と
い
う
デ

ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
（
下
図
） 

未
婚
者
に
と
っ
て
両
親
は
、
自
分
が
育

っ
て
き
た
時
間
、
近
く
で
夫
婦
の
関
係
を

見
聞
き
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
観
察

で
き
た
夫
婦
の
姿
で
あ
り
、
そ
れ
を
基
準

に
自
分
の
結
婚
、
自
分
が
作
る
家
庭
へ
の

イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
い
く
と
し
て
も
、

不
思
議
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
「
あ
な
た
が
子
ど
も
の
こ
ろ
、
父

親
は
、
家
事
を
し
て
い
ま
し
た
か
」
と
い

う
未
婚
者
へ
の
問
い
に
、
結
婚
す
る
つ
も

り
が
あ
る
男
女
と
、
結
婚
し
な
い
と
考
え

る
男
性
で
は
「
し
て
い
た
」
と
答
え
る
割

合
は
、
25
〜
30
％
と
大
差
が
な
い
の
で
す

が
、
一
生
結
婚
し
な
い
と
考
え
る
未
婚
女

性
の
そ
れ
だ
け
が
18
％
と
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。 

父
親
が
家
事
を
し
な
い
と
い
う
夫
婦
関

係
に
育
ち
、
母
の
姿
を
自
分
に
置
き
換
え

た
と
き
、
結
婚
が
魅
力
的
に
写
ら
な
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

人
は
、
一
生
の
う
ち
に
多
く
の
夫
婦
に

出
会
い
ま
す
が
、
そ
の
人
の
思
考
・
価
値

観
が
形
成
さ
れ
る
の
に
両
親
の
影
響
は
、

大
き
い
と
い
え
ま
す
。
結
婚
し
て
よ
か
っ

た
こ
と
、
子
ど
も
で
あ
る
あ
な
た
が
い
て

く
れ
て
幸
せ
だ
と
感
じ
る
こ
と
は
、
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
が

家
庭
で
で
き
る
非
婚
化
・
少
子
化
対
策
の

一
つ
と
い
え
ま
せ
ん
か
。 

お
子
さ
ん
が
小
さ
い
頃
「
私
、
パ
パ

（
マ
マ
）
と
結
婚
す
る
」
と
一
度
は
言
わ

れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
い
っ
て
い
た
子
が
成
長
し
「
お

父
さ
ん
（
お
母
さ
ん
）
の
よ
う
な
人
と
結

婚
し
た
い
」
と
思
い
、
「
両
親
の
よ
う
な

夫
婦
に
な
り
た
い
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た

ら
、
親
と
し
て
最
高
の
幸
せ
で
す
ね
。 



暑
い
日
が
続
く
こ
の
季
節
、
仕
事
や
運

動
を
し
て
い
て
気
分
が
悪
く
な
っ
た
り
、

体
が
だ
る
く
な
っ
た
り
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
そ
れ
は
、
熱
中
症
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

熱
中
症
と
は
、
読
ん
で
字
の
ご
と
く

「
熱
に
中
る
」
こ
と
で
、
体
の
水
分
が
失

わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
体
温
調
節
を
は
じ

め
と
す
る
体
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
う
ま
く

行
わ
れ
な
く
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
調
不

良
を
起
こ
し
ま
す
。 

こ
の
季
節
に
は
、
高
齢
者
の
方
や
お

子
さ
ん
が
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ
る
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
家
族
の
人
、
周
囲

に
い
る
人
は
、
特
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。 

 

・
風
通
し
の
い
い
木
陰
な
ど
に
移
り
、
衣

服
な
ど
を
緩
め
て
楽
に
し
ま
し
ょ
う
。 

・
脇
の
下
や
足
の
付
け
根
を
冷
た
い
ぬ
れ

タ
オ
ル
な
ど
で
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。 

・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
飲
ま
せ
ま

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
意
識
が
は
っ
き
り

し
な
い
と
き
な
ど
は
、
無
理
に
飲
ま
せ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

・
早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

・
意
識
が
な
い
場
合
は
、
一
刻
も
早
く

１
１
９
番
通
報
し
て
救
急
車
を
呼
び

ま
し
ょ
う
。 

吸湿性・通気性の良い素材の 
涼しい服装をしましょう。 

日傘や、つばの広い帽子を 
着用しましょう。 

小まめに水分補給をしましょう。 

あ
た 



詳
し
く
は
、左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

・
受
信
相
談
／
総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送

受
信
相
談
セ
ン
タ
ー
（
　
０
５
７
０
―

０
７
―

０
１
０
１
） 

・
視
聴
エ
リ
ア
／（
社
）地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会 

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http

://w
w
w
.d
-p
a.o
rg
 

） 
詳しくは、環境課（内線254 ）へどうぞ。 

 
世は平成、目まぐるしく変化する時にこんな言葉

は、若い人たちには受け入れてはもらえないと思い
ますが、時には親、兄弟よりも濃い師弟の仲もあり
ます。 
私が今日あるのも40年前に今は亡き一人の師に出

会えたことです。 
振り返って見ますに、非常に厳しい師で弟子に対

してだけでなく、自分自身にも妥協しない方であっ
たかと身を持って我々に伝授されていたように思え
ます。 
30年近く教えを請うてきましたが、ついて行くの

がやっとで作法の奥深くまで修得しきれず、今にな
って少し悔やまれます。作法も大事ですが、特に精
神面「心」を大事にされていたように感じられまし
た。かなうことなら、今一度あのような師の元で勉
強できたなら楽しさも倍増するだろうにと・・・。
今のこの思いを恩返しの意味で、このたび一人でも
多くの方に茶の湯を楽しんでもらおうと「寺子屋」
を開催することにしました。 
未経験の方々、ぜひお越しください。お待ちして

おります。 
◆日時　　9　～11月の第　2　土曜日　午前10時～正午 
◆場所　織部の里公園内創陶園　2　Ｆ 
◆会費　　1　回　一人300 円 
◆定員　　1　回20人または、親子10組程度（先着順） 
◆申し込み　市文化振興課（内線553）または、創陶
園（　○54　2710） 

エコマークは、“環境にやさしい暮らし”を願う
人たちが、商品を選択しやすくすることを目的とし
て、つくられたマークです。（財）日本環境協会の
厳しい審査基準によって、生産されるときからごみ
として処分されるまでの間、全体を通して環境への
負荷が少なく、環境保全に
役立つと認められた商品に
だけ付けられています。 
土岐市では、グリーン購
入の際、購入基準として利
用しています。 

＜エコマーク＞ 



本
校
に
は
、
敷
地
内
に
一
級
河
川
肥
田

川
が
流
れ
て
お
り
、
春
に
は
、
川
沿
い
の

桜
並
木
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
地
域
の
方

々
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
夏
に

は
、
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
い
、
地
域
で
ホ
タ

ル
情
報
が
出
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
江
戸
時
代
の
街
道
で
あ
る
中
馬

街
道
が
通
っ
て
い
ま
す
。
本
校
は
、
こ
の

中
馬
街
道
を
中
心
に
「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
な
ど
を
利
用
し
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
を
学
習
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
、
こ

の
中
馬
街
道
を
使
っ
て
陶
器
を
信
州
に
運

び
、
こ
の
地
の
窯
業
が
盛
ん
に
な
っ
た
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

3
年
生
は
、
地
元
の
陶
芸
家
の
方
か
ら

陶
器
に
つ
い
て
学
び
、
実
際
に
作
品
を
作

り
、
手
作
り
の
『
希
望
の
窯
』
で
焼
成
体

験
も
行
っ
て
い
ま
す
。
2
年
生
は
、
街
道

を
通
じ
て
伝
わ
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
る

『
打
ち
囃
子
』
を
、
1
年
生
は
『
中
馬
馬

子
唄
』
を
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
保
存
会
の
方

か
ら
学
び
、
踊
り
や
演
奏
な
ど
も
教
え
て

い
た
だ
き
練
習

し
て
い
ま

す
。
さ

ら
に
1

年
生
は
、

6
月
に

体
験
学
習

と
し
て
、
上

矢
作
ま
で
出
掛
け
、
濃
南
の
地
か
ら
続
い

て
い
る
中
馬
街
道
を
実
際
に
歩
い
て
調
べ

ま
す
。
ま
た
、
5
月
に
は
、
歴
史
と
伝
統

の
あ
る
こ
の
中
馬
街
道
を
後
世
に
残
し
て

い
く
た
め
に
、
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
方

の
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
全
校
生
徒
で
街

道
整
備
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活

動
は
、
30
年
近
く
続
い
て
い
ま
す
。 

　 
         

こ
う
し
た
中
馬
街
道
に
関
わ
る
学
習
の

集
大
成
と
し
て
、
10
月
に
は
『
中
馬
ウ
ォ

ー
ク
』
と
い
う
活
動
名
で
当
時
の
雰
囲
気

を
再
現
し
、
実
際
の
馬
を
引
き
連
れ
て
、

馬
子
さ
ん
役
に
も
来
て
い
た
だ
き
、鶴
里
・

曽
木
地
区
の
旧
街
道
を
全
校
生
徒
で
曽
木

小
学
校
ま
で
歩
き
ま
す
。
そ
の
後
、
活
動

の
場
を
体
育
館
に
移
し
、
小
学
生
や
地
域

の
方
に
学
習
の
成
果
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
本
校
生
徒
の
伝

統
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
永
く
後
輩
に

引
き
継
が
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

全校生徒による中馬街道整備作業 

中馬ウォークでの学習成果の発表 

ば
や
し 



市
内
在
住
・
在
勤
の
方
を
対
象
に
、
次

の
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。 
 

■
日
時
　
8
月
25
日
〜
12
月
22
日
の
毎
月

第
4
金
曜
日
、
午
後
7
時
30
分
〜
9
時
（
全

5
回
） 

■
場
所
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・
研
修
室 

■
講
師
・
定
員
　
岸
上
美
知
恵
先
生
・
15
人 

■
費
用
　
7
5
0
0
円
（
5
回
分
） 

 

■
日
時
　
8
月
28
日
〜
12
月
25
日
の
毎
月

第
4
月
曜
日
、
午
後
7
時
30
分
〜
9
時
（
全

5
回
） 

■
場
所
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・
研
修
室 

■
講
師
・
定
員
　
山
本
伸
一
先
生
・
20
人 

■
費
用
　
1
万
円
（
5
回
分
） 

 

■
日
時
　
9
月
1
日
〜
11
月
10
日
の
毎
週

金
曜
日
（
11
月
3
日
を
除
く
）、
午
後
7

時
30
分
〜
9
時
（
全
10
回
） 

■
場
所
　
働
く
婦
人
の
家
・
軽
運
動
場 

■
講
師
・
定
員
　
田
中
貞
光
先
生
・
20
人 

 

■
日
時
　
9
月
25
日
〜
10
月
30
日
の
毎
週

月
曜
日
（
10
月
9
日
を
除
く
）
、
午
後
7

時
30
分
〜
9
時
（
全
5
回
） 

■
場
所
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・
体
育
館 

■
講
師
・
定
員
　
永
冶
昌
代
先
生
（
バ
サ

ラ
瑞
浪
普
及
振
興
会
）
・
20
人 

 

■
日
時
　
9
月
6
日
〜
11
月
8
日
の
毎
週

水
曜
日
、
午
後
7
時
〜
9
時
（
全
10
回
） 

■
場
所
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・
和
室 

■
講
師
・
定
員
　
堀
幸
子
先
生
・
20
人 

※
各
種
講
座
の
受
け
付
け
は
、
火
曜
日
・

祝
日
を
除
く
平
日
の
午
後
1
時
〜
9
時
で
、

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。 

   ■
日
時
　
9
月
10
日（
日
）
午
前
10
時
〜

午
後
3
時 

■
場
所
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム 

■
内
容
　
▽
作
品
の
展
示
（
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
、
草
木
染
め
、
絵
手
紙
、
俳
句
、
陶
芸
）

▽
茶
席
　
▽
ク
ラ
ブ
発
表
（
土
岐
ウ
イ
ン

ド
、
美
濃
ウ
イ
ン
ド
、
バ
サ
ラ
、
Ｂ
♭
、

Ｊ
＆
Ｂ
、
空
手
、
合
唱
、
少
林
寺
拳
法
） 

▽
ク
ラ
ブ
体
験
（
草
木
染
め
、
絵
手
紙
、

陶
芸
）
　
▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
　
▽
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム 

詳
し
く
は
、
同
ホ
ー
ム
へ
ど
う
ぞ
。 



 

乳幼児の保護者  
 
市民 
 
 
　4　カ月健診を受けられ
たお子さんの保護者 
 

妊婦の方  

妊婦と夫  
 

市民  
 

不眠・ふさぎ込む・怒
りっぽい・認知症など
でお悩みの方  
 
16歳以上69歳以下の方 
65歳以上は、60～64
歳の間に献血経験の
ある方 
 
 
 

平成17年　8　月以前に生
まれた　2　歳未満のお子
さん  
 

　8　月25日（金）
 

  
　8　月28日（月） 
 
 

　8　月31日（木）  

 
　9　月　7　日（木） 
 
　9　月　3　日（日）  
 

　8　月28日（月）  
 
 

　8　月22日（火）  
 

　9　月　8　日（金） 
 
　9　月21日（木） 
 
　9　月25日（月） 

午前10時～11時30分 
 
午前10時～11時30分 
午後　1　時30分～　3　時  
 

午後　1　時～　3　時30分  
 

午前10時～午後　1　時
 

 

午後　1　時～　3　時
 

 

午後　1　時15分～　2　時 
 
午後　1　時15分～　2　時30分 
 
 
午後　1　時～　3　時  
 
 

午前10時～午後　3　時  
 

午前10時～午後　4　時 

 
 
 
 
 
 
保健センター 
 
 
 
 
 
 
 

保健センター  
 

 
東濃保健所 
  
サンビックス 
ホームセンター 
中部国際自動
車大学校 
土岐プレミアム 
アウトレット 

 
みそ汁の塩分測定を希望の
方は、当日朝の、みそ汁を
50ml程お持ちください。 
 
 

定　員：20人 
もぐもぐ教室は、先着10人
まで託児可能。 
開催日の　2　日前までにお申
し込みください。  
 
血圧測定 
尿検査など 

歯みがき指導も行います。  

要予約 
東濃保健所（　○23 1111・内
線362）または、保健センター  

 
 
持ち物：献血手帳 

　1　．麻しん、風しんいずれにもかかったことがなく、いずれの予防接種も受けたことがないお
子さんは、　8　月15日（火）までに保健センターへお申し込みください。 
※接種は、　9　月からですが、　8　月25日以降に申し込みされた医療機関で、接種日時を予約して
ください。 
　2　．麻しんまたは、風しんのいずれか一方にかかったことがある場合や、いずれか一方の予防
接種を受けたことがある場合は、単独ワクチンの接種となりますので、保健センターへお問い
合わせください。 

前立腺は、男性のぼうこうの下にあり、ぼうこうからでた尿道を取り巻くようにあるクルミ大の臓器です。前立
腺がんは、50歳以上の男性に多い病気で、最近増加しています。しかし、前立腺がんは、早い段階では自覚症状が
ないため、気付きません。早期に発見するため、定期検診を受けましょう。検査は、簡単な血液検査です。受診を
希望される方は、電話で保健センターまでお申し込みください。 
◆対　象　者　50歳以上（昭和32年　4　月　1　日以前生まれ）の男性 
◆場　　所　市内の指定医療機関　※詳しくは、申し込み時にご案内します。 
◆費　　用　500円（医療機関の窓口でお支払いください。） 
◆検診内容　問診および血液検査〔PSA（前立腺特異抗原）検査〕 
◆申込期限　12月28日（木） 

どちらのがんも早い段階では自覚症状がないため、気付きません。早期に発見するため、定期的に検診を受けま
しょう。受診を希望される方は、電話で保健センターまでお申し込みください。 
※ただし、どちらも　2　年に　1　回の検診となりますので、昨年度受けられた方は、今年度は対象になりません。 

 
◆対　象　者　40歳以上（昭和42年　4　月　1　日以前生まれ 
　　　　　　の方）の女性 
◆場　　所　保健センター 
◆費　　用　1,000円 
◆検診内容　問診視触診マンモグラフィ 
◆申込期限　　9　月　8　日（金） 

 
◆対　象　者　20歳以上（昭和62年　4　月　1　日以前生まれ 
　　　　　　の方）の女性 
◆場　　所　市内の指定医療機関 
　　　　　　※詳しくは、申し込み時にご案内します。 
◆費　　用　500円（医療機関の窓口でお支払いください。） 
◆検診内容　問診視診細胞診内診 
◆申込期限　12月28日（木） 



中小企業退職金共済制度に加入し、
従業員の退職金を準備しましょう。 
しっかりとした退職金制度を持つこ

とは、優秀な人材の確保や従業員の労
働意欲を高めるためにも重要なことです。 
◆中退共制度の特色　　国の制度なの
で安全・確実・有利　　適格退職年金
制度からの移行先となっている　　掛
金の一部を国・市が助成　　パートタ
イマーも加入可能　　掛金は、税法上
全額非課税　　過去の勤務期間通算や
転職した場合の通算も可能 
◆加入の手続き　所定の申込用紙に必
要事項を記入の上、お近くの金融機関へ。 
詳しくは、商工観光課へどうぞ。 
 
 
 
 
市では、地方文化の活性化を図り、

市内の出版活動を奨励するため、土岐
市の歴史や地理、文化などに関する本
を自費出版しようとする方を対象に、
補助金を交付する制度を設けています。 
出版の計画がある方は、ぜひこの制

度をご活用ください。 
◆補助金の額　印刷製本費の　2　分の　1　
以内で、最高20万円まで 
◆申請時期・申請先　10月末日までに
市図書館へ申請してください。 
詳しくは、市図書館へどうぞ。 
 
 
 
 

◆日時・場所　　8　月17日（木）午後　1　
時～　3　時30分・多治見市文化会館 
◆対象　45歳以上で在職者の方など 
◆定員・参加費　40人（先着順）・無料 
◆テーマ　「高齢期を前に考えることと
は…」～年金・医療・介護制度を斬る！～ 
◆講師　三吉由久夫氏（社会保険労務士） 
申し込みなど詳しくは、（社）岐阜

県雇用開発協会・岐阜高齢期雇用就業
支援コーナー（　058-251-8551）へ。 

国土交通省が実施する「都市再生街
区基本調査」の一環として、国土地理
院が、次のとおり測量を実施します。
該当する地域の皆さんには、ご迷惑を
お掛けしますが、ご協力をお願いしま
す。 
◆期間　　9　月～平成19年　3　月 
◆対象地域　人口集中地区（妻木町、
下石町および駄知町の一部） 
◆作業内容　基準点の測量および街区
の角などの測量 
詳しくは、国土地理院中部地方測量
部測量課街区担当（　052-961-5590）
へどうぞ。 
 
 
 
 
市では、平成14年度より地籍調査に
着手しました。本年度は、昨年度に土
地の境界確認作業にご協力いただいた
地区（土岐津町の一部）において、土
地の境界の測量を行います。皆さんの
土地への立ち入りなど、ご協力をお願
いします。 
詳しくは、地籍調査推進室へどうぞ。 

本展では、明治時代から現代までの
食文化を、台所や食卓で用いられたや
きものを中心に紹介します。 
◆会期　10月　1　日（日）まで 
◆場所　美濃陶磁歴史館 
◆入館料　　大人200円　　大学・高
校生100円　　中学生以下無料 
◆休館日　毎週月曜日、祝日の翌日 
◆開館時間　午前10時～午後　4　時30分 
※入館は　4　時まで 
●会期中のイベント（講演会） 

◆日時　　9　月　3　日（日）午後　1　時30分～ 
　3　時 
◆場所　文化会館・大会議室 
◆講師　市橋芳則氏（北名古屋市歴史
民俗資料館学芸員） 
◆演題　「電気釜の功罪」 
◆参加費　無料 
詳しくは、美濃陶磁歴史館へどうぞ。 
 
 
 
 
第53回土岐市民総合体育大会・夏季

大会のカヌー・水泳競技を開催します。 
●カヌー競技 

◆日時　　8　月13日（日）午前　8　時30分
開会式 
◆場所　土岐川（土岐津橋上流～セラ
トピア土岐前） 
●水泳競技 

◆日時　　8　月20日（日）午前10時開会式 
◆場所　市民プール 
詳しくは、スポーツ振興課へどうぞ。 
 
 
 
 

◆日時　　8　月11日（金）午後　2　時～　4　時 
◆場所　多治見市文化会館・　2　階大会
議室 
◆講師　多治見税務署法人第一部門担
当係官 
申し込みなど詳しくは、（社）多治

見法人会事務局へどうぞ。 

広島市と長崎市では、　8　月　6　日
と　9　日に原爆死没者の慰霊式と平
和祈念式を行い、原爆投下時刻に
　1　分間の黙とうを捧げます。 
本市でも　8　月　6　日、午前　8　時15
分からと、　8　月　9　日、午前11時　2　
分から行政無線で黙とうを呼び掛
けます。 
また、終戦記念日の　8　月15日に
も、正午から　1　分間の黙とうを行
いますのでご協力をお願いします。 



◆期日　　8　月26日（土） 
◆集合場所　ＪＲ恵那駅、恵那総合庁舎 
◆定員　40人（応募者多数時は抽選） 
◆内容　木曽ヒノキ備林の見学、木工
クラフト体験など 
◆参加費　1,000円 
申し込みなど詳しくは、恵那農林事
務所・林業課（　0573-26-1111）へ。 
 
 
 
 
 
 
◆日時　　9　月　1　日（金）午後　1　時～　4　
時10分 
◆場所　セラミックパークＭＩＮＯ 
◆内容　「福祉と科学技術」をテーマ
とした東大教授らによる講演と研究成
果発表 
◆定員・参加費　150人・無料 
◆締め切り　　8　月25日（金） 
申し込みなど詳しくは、東濃研究学
園都市推進連絡協議会（　058-272-
1111・内線2063）へどうぞ。 
 
 
 
 
◆放送日時　毎週月曜日午後　6　時30分
および火曜日午前　7　時50分からの10分間 
◆放送ＣＨ　ＦＭpipi（76.3ＭＨz） 
◆内容　道路工事による通行規制や各
イベントの情報提供 
詳しくは、多治見砂防国道事務所へ。 

市では、土岐市地域包括支援セ
ンターに所属し、介護予防支援事
業に従事する支援員を随時募集し
ています。資格・手続きなど詳細
については、本紙　6　月　1　日号をご
覧ください。 
詳しくは、福祉課高齢者係（内
線・160）へどうぞ。 

◆日時　　9　月　6　日（水）午前10時～正
午（受け付け＝午前　9　時30分～） 
◆場所　セラトピア土岐・和展示室　 
◆講師　伊東信彦先生（中京短期大学
教授）、布施佐代子先生（中京短期大
学助教授） 
◆申し込み　　8　月25日（金）までに、
生涯学習課ヘお申し込みください。 
★当日、参加者のお子さんの世話をす
る託児ボランティアがあります。 
詳しくは、同課へどうぞ。 
 
 
 
 

◆日時　　9　月　2　日～10月21日の毎週土
曜日（　9　月16日・23日を除く）、午後
　1　時30分～　2　時30分（全　6　回） 
◆場所　肥田公民館・大ホール 
◆対象　成人女性 
◆参加費　2,000円（保険料含む） 
◆持ち物　タオル・飲み物 
申し込みなど詳しくは、市エアロビ

クス協会・森つねこさん（　○54 1310）
へどうぞ。 
 
 
 
 

◆日時　　8　月25日（金）午前　9　時10分～
午後　5　時 
◆集合場所　東濃西部総合庁舎 
◆対象　東濃在住の小中学生と保護者 
◆定員　40人（応募者多数時は抽選） 
◆内容　現代陶芸美術館・サイエンス
ワールドほかアート施設を巡る 
◆参加費　飲食代、一部入館料など 
◆申し込み　往復はがきに①郵便番号
②住所③参加者の氏名･年齢（学年）
④電話番号を明記の上、県東濃振興局
（〒507-8707多治見市上野町5-68-1）へ。 
◆締め切り　　8　月15日（火）消印有効 
詳しくは、県東濃振興局振興課へ。 

◆期日　　8　月30日（水） 
◆場所　山梨リニア実験センター 
◆集合場所　　Ａコース＝ＪＲ岐阜駅・
ＪＲ美濃太田駅・ＪＲ多治見駅　　Ｂ
コース＝ＪＲ高山駅・ＪＲ下呂駅・ＪＲ中
津川駅　※上記いずれかの駅 
◆対象・定員　県内在住の小学生とそ
の保護者（20歳以上）・　2　人　1　組で各
コース20組（応募者多数時は抽選。当
選者のみ　8　月21日までに電話連絡） 
◆参加費　無料（ただし、集合場所ま
での交通費・昼食費は自己負担） 
◆申し込み　官製はがきに①希望する
コース・集合場所②住所③氏名・年齢
（学年）・性別④電話番号を明記の上、 
県庁公共交通課「リニア親子試乗会」
係（〒500-8570岐阜市藪田南2-1-1）へ。 
◆締め切り　　8　月16日（水）必着 
詳しくは、「リニア親子試乗会」係

（　058-272-1111・内線2734）へ。 
 
 
 
 

◆期日　　8　月24日（木）・25日（金） 
◆時間　　24日＝午前　9　時～午後　6　時
　25日＝午前　9　時～午後　3　時 
◆場所　中部国際自動車大学校 
◆定員　100人（先着順） 
◆受講料　9,280円（テキスト代・昼
食代　1　日分含む。会員は、テキスト代
のうち500円を補助） 
◆締め切り　　8　月11日（金） 
申し込みなど詳しくは、東濃産業労

働協会へどうぞ。 
 
 
 
 

◆日時　　8　月31日（木）午後　1　時～　4　時 
◆場所　瑞浪市総合文化センター 
◆締め切り　　8　月18日（金） 
申し込みなど詳しくは、県都市政策

課（　058-272-1111・内線3759）へど
うぞ。 



発行：土岐市役所（　0572　1111） 
編集：秘書広報課広報広聴係（内線186） 

東美濃丘陵が一番いい 

広報ときは 

古紙配合率100％再生 
紙を使用しています 


